
武雄河川事務所
最近の話題

事故防止の重点項目は・・・、

   

 九州管内の現場において、現場作業員の不注意や安全作業の不徹底、出水期の安全管理体制
の不徹底に起因する事故が頻発している状況であるため、発生事故事例の紹介、事故防止に向
けての対応等を目的に７月３日（金）、緊急の工事安全対策連絡会を武雄河川事務所で実施し
また。同連絡会には、請負業者２３社が、事務所職員を含め約４０名が参加しました。  

－ 緊急工事安全対策連絡会 in 武雄 － 

 ▲事務所長挨拶 
 武雄河川事務所、「事故ゼ
ロ」の継続をお願いします。 

 ▲最近の発生した事故の概要  
  山本副所長より、九州地方整備局における事故事例の説明がありました。 

平成２７年度 武雄河川事務所 緊急工事安全対策連絡会 

 ▲参加業者等 

 今年度発生した事故の事例は、以下の
とおりです。各現場の状況を把握し事故
防止に努めて下さい。 
 ・重機への挟まれ事故 
 ・運搬車両の横転事故 
 ・建設機械の流出事故 
 ・パトロール車両の衝突事故 
 ・架空線の切断事故  ・・・など。 



 
  

●熱中症対策のポイント 
①朝礼、ＫＹ活動時での作業員の健康状態把握 
 及び報告の徹底。 

②体調が優れない時は無理をしない。 

③深酒を控え、早めの就寝を心掛ける。 
④１時間につき５分程度の休憩を取る。 
⑤積極的に水分・塩分を補給する。 
⑥体調に異変が生じたら早めに申し出る。 

●墜落・転落防止の重点的安全対策のポイント 
①安全な作業通路・昇降施設の確保と確実な施設点検の実施。 

②２ｍ以上の高所作業における転落防止柵の設置と作業員の 

 安全帯の義務付け 
③吊り足場施工における親綱の設置と安全帯の義務付け 
④吊り足場施工における設置・解体の作業手順書の遵守 
⑤危険箇所への立ち入り禁止標識や注意喚起標識の表示及び 
 作業員への指さし呼称や声掛け実施の周知 

●架空線切断防止の重点的安全対策のポイント 
①着手前の現地調査と確認、防止対応策の実施。 

 （施工計画書記載） 
②架空線付近での作業時には見張り員の配置。 

③架空線までの高さが５ｍ以下の箇所については 
 赤布をつけた認識用の線を張り、周知徹底。 
 

●地下埋設物切断防止の重点的安全対策のポイント 
①試掘箇所以外での探査機による探査の徹底と適切な操作方法 
 の周知。 

②事前に埋設物の確認を行い、埋設位置等について作業員へ 
 周知徹底。 

 ▲事務所の重点項目について 
 宮元課長より、武雄河川事務所の事故防止に向けた重点項目についての説明がありました。 

☆☆☆ 武雄河川事務所の事故防止に向けた重点項目の取り組み ☆☆☆ 

事故事例 

より参照 

事故事例より参照 

環境省ＨＰより参照 

  事故防止の重点項目は以下の点です。 

１．墜落・転落事故の防止 

２．架空線・地下埋設物の切断防止 

３．熱中症対策の実施 

４．建設機械との接触・工具等取扱による 

  事故の防止 

５．除草作業における事故防止 



 編集後記 ： 工事事故及び労働災害、３年連続 ”ゼロ”を目指して！ 

 

 今回の「工事安全対策連絡会」は、一昨日からという緊急の招集にもかかわ 
らず、全受注者から参加頂き、安全への意識の高さを感じました。参加頂き 
ました関係者並びに各現場の方々に深く感謝申し上げます。 

 今回の講習会では、整備局内で事故が多発している件や、最近の事故事例、整備局並びに事務

所の事故防止に向けた取り組みについてご説明させて頂きました。 
 今後も、高い安全意識を維持して頂き、是非とも３年連続事故”ゼロ”を達成したいと思います。 
 

事務局責任者談    

 
  

●除草機械の点検を行い、正常な状態を保持するポイント。 
①除草機械は、自分と同様、第三者に対しても安全操作を心がける。 

②必要に応じ、第三者の安全確保のための 

 見張り人の配置を行う。 
③周辺状況に応じた除草機械及び、その時の 
 道具類の選定。 

④広範囲な複数班作業に伴う見回り等。 
⑤肩掛け除草に伴う作業員間の安全距離の確保。  
⑥除草工事等においては、墜落の可能性がある 
 箇所は先行して人力除草を行い、写真にて記録 
 を残して作業員へ周知徹底 

●建設機械の接触防止のポイント 
①機械作業における作業員の位置確認・作業ヤードの確保の 

 徹底と、作業員への建設機械からの死角の指導及び見張り 
 員の配置の徹底。 

 
●工具取扱による事故防止のポイント 
①工具等の点検整備を行い、常に正常な状態に保持する。 

②工具等の取扱方法や危険性についての再確認。 
③作業内容に応じた適切な工具（仕様等）が選択されているか確認。 
④作業環境の確認を行い、無理のない作業姿勢で正しい使用ができるか確認。 
⑤工具等の点検及び現場作業環境が施工計画書通りに措置されているか確認。 

事故事例より参照 

事故事例より参照 
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